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県外 SSH校交流研修（2019.3.13-15） 

 

 
写真１：研修の様子 

 

2 年理数科クラス対抗ディベート大会（2019.3.14） 

 

 

写真１：ディベート大会の様子 

 

3 月 13～15 日の 2 泊 3 日で県外 SSH 校交流研修を行

いました。今年度は昨年度に引き続き、京都府立桃山高校

のサイエンス部の皆さんと研究交流です。桃山高校では熱

烈な歓迎を受け、各校の各研究チームが用意してきたポス

ターを用いてポスターセッションを行いました。本校生徒は、

県外の高校生と研究交流の経験が多くないため、少し緊張

気味でしたが、分野を越えて白熱した議論をしている様子

が見られました。また、引率教員同士も SSH での実践を共

有したり、これからの交流研修の向上に向けて話し合うこと

ができ、生徒ともども有意義な時間を過ごすことができま

した。 この研修旅行の中では、そのほかに京都大学の常

見先生による研修や、京都大学 iCeMS による研究室見学

や研修、大阪市立大学での研修など 3 日間様々な視点か

らサイエンスを学ぶことができました。この成果は 3 月の修

了式に全校生徒へ発表を行い、学校全体にも還元していく

予定です。 

今年度から学校設定科目「科学英語」で新たに取り組ん

できたディベート。そのまとめとして、各クラス 1 チームが代表

として理数科 4 クラスのトーナメント戦を行いました。 

準決勝は 2-1 対 2-4、2-2 対 2-3 の組合せで、論題

は”Genetic engineering do more harm on human than 

good.”（“遺伝子工学は人類に利益よりも害をもたらす”）で

す。結果は 2-1 と 2-2 が決勝に進みました。そしていよいよ 3

月 14 日に決勝戦が体育館にて行われました。論題は

“English should be taught as formal subject in Japan’s 

public elementary schools”（”英語は小学校から教科とし

て教えるべきか”）でした。オーディエンスもワークシートに取り

組みながら、真剣にメリットとデメリットを考えていました。見事

優勝したのは 2-1でした。多くのオーディエンスの前で論理的

に話すことは本当に難しいことです。優勝したチームだけで

なく、すべてのチームが非常によく頑張り、見ごたえあるパフォ

ーマンスを行うことができたと思います。 



日本生態学会（2019.3.16-17） 

 

 

写真１：学会発表の様子 

 

3 月 16～17 日の日程で日本生態学会に本校 SS 生物ク

ラブが高校生ポスター発表を行ってきました。今回参加した

研究チームは「知花城跡における植生の現状と遷移」という

テーマで研究を行なっています。知花城跡というのは、沖縄

市にある史跡の一つで文化的な側面からも開発から免れ

て、比較的発達した二次林を形成しています。その二次林の

植生がどのような現状なのか明らかにし、過去の資料と比

較・分析することで、その遷移を推察するという研究です。高

校生で植生に関する研究を行なっているチームは少なく、ポ

スター発表では多くの方々と議論やアドバイスを頂くことが

できました。生徒たちも直前まで発表を練習し、自分たちの

研究をより伝わるよう表現力に磨きをかけていました。また、

他の高校生の研究や、プロとして研究されている研究発表

も見ることができ、表現の方法や分析の方法、研究の視点

など多くのことを学ぶことができました。今回の発表ではサ

イエンスヒストリー賞を頂き、それも生徒の励みになったよう

です。 


